

























































































































































































































































































































































































































































































Raleigh Mott, 1865-1955） は、YMCA 指 導 者。1946年 に
ノーベル平和賞を受賞。10度、来日した。
９）後藤新平「ジヤムボリー所感」『社会と教化』２巻７号、
1922年７月、2頁。
10）後藤新平文書21（少年団関係）、10（伯の講演原稿及速
記）、４（芝中学校に於ける講演速記）、5-7頁。
11）1914（大正３）年設立の「東京連合少年団」、1921（大
正10）年設立の「少年団静岡県連盟」など。
12）少年団の設立過程は、上平ら『少年団の歴史』（前出）
や、田中『少年団運動の成立と展開』（前出）などを参照。
13）後藤「ジヤムボリー所感」（前出）、3頁。
14）同上、2頁。
15）川本生「少年団日本ジヤムボリー記」『社会と教化』２巻
６号、1922年６月、46頁。
16）川本宇之介「ジヤンボリーに参して」東京連合少年団
『少年団日本ジャンボリー』1922年、31頁。
17）鶴見祐輔『後藤新平』第４巻、後藤新平伯伝記編纂会、
1938年、813頁。星一（星製薬）が1,730.80円、岩崎小彌
太（三菱財閥）、山下亀三郎（山下財閥）、浅野總一郞（浅
野財閥）、川崎八右衛門（川崎財閥）、渡辺勝三郎（内務省官
僚、当時は横浜市長）、いずれも実業家の神戸擧一、成瀬正
行、望月軍四郎、小野金六らが1,000円を寄附するなど、総
額17,730.80円が集まった（「御寄贈金並御芳名」東京連合
少年団『少年団日本ジャンボリー』（前出）、145頁）。
18）後藤「ジヤムボリー所感」（前出）、3頁。
19）後藤新平文書21（少年団関係）、10（伯の講演原稿及速
記）、８（大分県に於ける講演速記）。
20）後藤は『国難来』（内観社、1924年）を出版して、第１
次世界大戦後の国際政治、清浦奎吾内閣発足前後の国内政治
の混乱を論じた。既に後藤は、『自治生活の新精神』（新時代
社、1919年）を出版するなど、「自治」に関する論考を数多
く出版していた。
21）後藤新平文書21、10、８（前出）
22）鶴見『後藤新平』第４巻（前出）、814-815頁。
23）スカウト運動史編さん特別委員会編『日本ボーイスカウ
ト運動史』（前出）、71頁。他にも、「後藤総長が少年団に
関係された経歴」（『少年団研究』６巻５号、1929年５月、
15頁）や、田中治彦『少年団運動の成立と展開』（（前出）、
178、185頁）を参照。
24）後藤新平文書24（自筆原稿類）、13（講演、挨拶、祝辞、
訓示）、35（講演　少年団に対する吹込原稿）、5頁。
25）1922（大正11）年の時点で後藤は東京市長を務めてお
り、その立場上、そしてそれまでの経歴上、後藤には多く
の団体から役職就任の依頼が相次いでいた。例えば、1920
（大正９）年の市長就任以降に限ってみても、1922（大正
11）年に民力涵養協会会長、1923（大正12）年に日本性病
予防協会総裁、1924（大正13）年に家庭電気普及会会長と
社団法人東京放送局初代総裁、1926（大正15）年に日独協
会会頭、1927（昭和２）年に日独文化協会会長といった役
職を引き受けている（御厨編『後藤新平大全』（前出））。
　東京市の助役として後藤を支えていた永田秀次郎は、後藤
が東京連合少年団の団長を引き受けた際のエピソードを、次
のように紹介している（永田秀次郎「後藤伯爵」東京連合少
年団『ジヤンボリー』８巻５号、1929年５月、8頁）。
私はいつも後藤さんに
「あまり会長が多いから会長の整理をしたら」
と申してをりましたので、団長になる時に私は御相談があ
りました。後藤さんは自分から好きさうで
「此の団長にはおれでなければ一寸他にやる人もあるまい」
と言はれ、私はよく考へました。如何にも団長としては、
あんな年老つた方で、子供らしい人はないとおもひ私は
「市長さん、少年団長だけはよろしいでせう」
圓入智仁
47
と申し上げた。
永田は別の記事でも、後藤の対応を具体的に記している（永
田秀次郎「後藤伯と少年団」『少年団研究』６巻５号、1929
年５月、18頁）。
　此少年団の団長を頼まれました時は後藤さんは余程困つ
て居られて「君！　少年団長だけは何とかしてやらねばな
らぬかネ―」と云つて丸で私に訴へるが如くに申されまし
た、私も初めは中々容易に御同意は致しませぬでしたが、
考へて見ますと成る程皆さんの様な少年の友達となつてお
骨折りになると云ふには後藤さん程に適当な人は先づ見当
らない、又御本人も余程それが御希望の様で如何にも少年
団長に自ら進んで成りたい様な御様子であつたので、遂に
は私も「あなたがそれ程に思つて居らるゝならば是ばかり
は団長になられても止むを得ますまい」と申上げ、後藤さ
んは非常な上機嫌で御引受けになつたのであります。
26）「少年団十五年を語る」東京聯合少年団『ジヤンボリー』
15巻12号、1936年12月、35-36頁。
27）後藤新平「青少年の訓育に就て」『家の光』５巻１号、
1929年１月、10-11頁。
28）堀田信直「『僕等の好きな総長』の歌は終りを告げた」東
京聯合少年団『ジヤンボリー』８巻５号、1929年５月、20
頁。
29）三島通陽「将来の日本をたのむぞ！」東京聯合少年団
『ジヤンボリー』11巻10号、1932年８月、5頁。
30）原道太「後藤総長と犠牲精神」東京聯合少年団『ジヤン
ボリー』８巻５号、1929年５月、14頁。
31）大迫元繁「団服の故後藤総長」『少年団研究』11巻５号、
1934年５月、17-18頁。後藤の制服や、制服に着用する徽
章についての思い入れは、鉄道員総裁時代に遡るようであ
る（鶴見祐輔『後藤新平』第３巻、後藤新平伯伝記編纂会、
1937年、158-166頁）。
32）「少年団が団服で総長を迎へ居ると聞かるれば、夜の夜半
でも、必ず、団服姿で、汽車旅行中は、態々汽車を降りて之
に接せられた」（原道太「弱者の味方としての後藤総長」『少
年団研究』６巻５号、1929年５月、34-35頁）。
33）深尾韶「少年団で切り取り」『僕等の総長後藤新平先生』
1936年、21-23頁。
後藤新平による少年団運動への関わり
